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 大 津 湾 （ 調 査 上 ， 北 緯35°18'00" の 線 と 東 経

139°44'30"の線および横須賀市の陸岸で囲む範囲）は東

京湾を内湾と湾口とに分つ，千葉県を近望する狭隘な部

分に位置している。 

 沖に猿島を有し，海底地形の複雑な湾内では釣り漁業

はもとより，採貝漁業，のり，わかめの養殖漁業等多種

の漁業が活発に営まれている。 

 当湾内の環境調査例として，神奈川県水産指導所内湾

支所（1958）の「横須賀市馬堀海岸地先漁場調査」があ

る。環境汚染の見地からの調査例は乏しい。 

 神奈川県の調査によれば，当湾内の調査点からＰＣＢ

濃度が1.2ppmと高い値が検出され，汚染の進行をうかが

わせる結果が得られている。 

 これらのことにより，水ならびに底土について調査を

実施し，汚染指標成分の濃度水準ならびにその動向等に

ついて若干の知見を得たので報告する。なお底土につい

ては別報で報告することとした。 

調査の方法と分析法 

 1. 調査の方法 

 大津湾に去来する水の東京湾における水質的位置なら

びにその動きを明らかにするため，既往資料により神奈

川県沿岸水と千葉県側沿岸水の比較を行うと共に横断観

測を実施し，補足した。更に既往資料により束京湾奥水

ならびに湾口水との比較および湾奥水のＣＯＤの変化の

傾向を検討した。また大津湾内での水の動きおよび湾内

に流入する陸水の影響について，汚染指標成分の水平お

よび定点調査を行った。調査の概要を表１に示す。 

 2. 分析法 

 塩分量，アンモニア－窒素，亜硝酸－窒素 

 燐酸－燐：海洋観測指針（1970）に記載の方法 

 

表１ 調 査 概 要 

調 査 名 調査年月日 調 査 点
位 置

分  析  項  目 採水層 

水平分布調査 1975. 7.30 図 1 水温，塩分量，ＣＯＤ，アンモニア－窒素 表 層 

 1979. 5.24 〃 
水温，ＣＯＤ，燐酸－燐，アンモニア－窒素，硝酸－窒
素，亜硝酸－窒素，ＳＳ，透明度 

〃 

定 点 調 査 1975. 8.19 〃 水温，塩分量，ＣＯＤ，アンモニア－窒素 〃 

横 断 調 査 1977. 7.19 図 2 水温，塩分量，ＣＯＤ，アンモニア－窒素 〃 

 1978. 1.27 〃 硝酸－窒素，亜硝酸－窒素，ＰＨ 〃 

既 住 資 料 1963～1976 〃 月例観測点から10点を選び表層の塩分量を集計  
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●･･････水平分布調査 

○･･････横須賀市下町水処理場地先 

×･･････定点調査 

図１ 水 質 調 査 位 置 

 

ＣＯＤ，ＳＳ，ＰＨ：水質汚濁調査指針（1965）に記載

の方法 

硝酸－窒素：漁況，海況予報事業に伴う浅海定線調査特

殊項目の分析法（1972）に記載の方法 

調査結果ならびに考察 

（1）東京湾奥からの南下流に対する千葉県側沿岸水の

影響について 

 神奈川県水産指導所内湾支所（1957）の調査結果にも

明らかのように，神奈川県沿岸部に湾奥から湾口ヘ流下

する南下流が在在していることはよく知られている。 

 この南下する水は海水と多摩川，隅田川，荒川等の陸

水とによって形成されており，外洋水と比較し，極めて

低かんで降雨期である夏期はその差が特に著しい。 

 図３は東京内湾ならびに浦賀水道において，東京湾を

横断するように設定されている月例観測点における表層

の塩分量の季節変化を示したものである。 

東京湾内ならびに湾口においても神奈川県側の方が塩分

量の濃度は低く，千葉県側へ近づくに従って高くなって

いる。また塩分量の濃度は共に夏期が低い。 

 神奈川県側に低かん水の分布がみられるのは南下流の

存在によるものである。この南下流は当然のことながら

汚染質の濃度は高い。 

 図３によれば南下流の塩分濃度は南下するに従って，

千葉県側ならびに湾口の外洋水との混合によって漸高し

ているようだ。従って南下流の汚染質の濃度は逆に低下

することが期待できる。 

 神奈川県側沿岸水と千葉県側沿岸水の関係を明らかに

するため観音崎～磯根岬間において横断観測（片道の所

要観測時間は約30分）を実施した。この結果を図４～６

に示した。 

 汚染指標成分であるＣＯＤ，アンモニア－窒素のいず

れも神奈川県側の方が高い。またほぼ中央にＣＯＤの低

い部分がみられる。 

 水温と塩分量の関係についてみると，夏期は２本の直

線，冬期は１本の直線で示される。即ち中央部には夏期

は水温が低く，塩分量は両県沿岸水の平均値に近い濃度

の水が分布し，冬期は水温，塩分量のいずれも高い水が

分布している。従って神奈川県側の沿岸水と千葉県側の

沿岸水との交流は中央に分布する水に遮られ，ほとんど

期待できない。 

 両県沿岸水を分つ中央の水が湾奥においても存在する

か否かは不明であるが図３の左図によれば，st 128とst 
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図２ 水 質 調 査 位 置 

磯根岬 
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図３ 東京内湾，東京湾口の塩分量の季節変化 

 

図４ 観音崎から磯根岬間の水温，塩分量の分布 

（観測日 Ｓ52.7.19） 

 

図５ 観音崎から磯根岬間のＣＯＤ，アンモニ

ア窒素の分布 （Ｓ52.7.19） 

 

120間の等濃度線は１～３月は縦線で示され，７月，８

月はst 124からst 120間に鋭い塩分量の傾斜が認められ，

図３の右図以上に両県の沿岸水の塩分量の濃度に差が認

められ，湾奥においても中央の水によって両県沿岸水が

分たれているのではなかろうか。 

 この夏期湾奥で形成された，低かんな，汚染質濃度の

高い水は神奈川県沿岸部を流下するが，この中央に分布

する水によって，千葉県側への拡散もしくは千葉県側沿

岸水との混合による稀釈が妨げられることにより，当初

の水質的特徴を保存しつつ湾口ヘ流下している。 

 2. 大津湾附近の水質について 

 大津湾内の水質に大きな影響を与える陸水の流入はな

い。従って大津湾附近の水質は猿島の沖に設定されてい

る観測点（st.129）の観測結果により定性的な把握が可

能である。 

 図7に表層水の塩分量の月変化を示した。 

 湾奥（st 121）は高い時期で31‰台，４月～９月は

30‰以下と低く，なかでも７月は26‰台で最も低い。 

 大津湾沖（st 129）は高い時期で32‰台，６月～９月

は低く30‰台である。 

 浦賀水道（st 134）は高い時期で33‰台，６月～８月

は低く31‰台である。 

 同図の７月の等濃度線をみると，st 121～st 122間で

は線間距離は短く，且つ密集しており，より急激な変化 
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図6－1 観音崎から磯根岬間の水温と塩分量の関係 夏季（Ｓ52．7．19） 

 

を示している。 

 図８は10年間の各月の塩分濃度を観測点間距離に比例

してプロットし，同年同月毎に線で結んだものである。 

 同図の低塩分量時の塩分量の変化についてみると，st 

121～123，st 123～129，st 134～32の３つに大別され，

内湾性から外洋性への変化がよく示されている。 

 湾奥（st121），大津湾沖（st 129），浦賀水道（st 

134）におけるＣＯＤの経月変化を図９に，月変化を図

10に示した。 

 各場所の経月変化，月変化はよく類似し，湾奥の濃度

は高く，大津湾沖と浦賀水道の濃度差は小さい。 

 ＣＯＤは４月もしくは５月頃から急に高くなり，夏期

は高く，冬期は低い。 

 図9をみると，ＣＯＤは1964年～1971年間の1960年代

は高く，1970年代に入り低下していることがうかがわれ

る。特に1975年，1976年は低い。湾奥（st 121）でＣＯ

Ｄが４ppm以上（赤潮が発生している時のＣＯＤは４ppm

を超えている場合が多い。）を記録した月をみると表2と

おりで，1972年以降の出現回数は少ない。 

 東京湾水についてＣＯＤの変化の傾向からみると，良

化の方向にあるようだ。 

 また海洋汚染と係わりのある油濁事故発生件数につい

てみると，1972年以後1977年までの件数は，324，246，

194，271，164件と推移し，減少の傾向にある。（第３管

区海上保安本部1979）。 

 3. 大津湾内の水の動きと今後の問題点 

 大津湾内における比重，ＣＯＤ，アンモニア－窒素の

分布を図11－１～図11－６に示した。また定点観測結果 

‰ 
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図6－2 観音崎から磯根岬間の水温と塩分量の関係 

 左冬期（Ｓ53・1．27．11．07～11．35）右，冬期（Ｓ53．1．27．12．10～12．38） 

  （○の中の数字は観測点を示す） 

表３ 分 布 の 特 徴 

項 目 調査時 濃   度 動          向 分布の模様 

落潮時 西 低 東 高 猿島の北～北西に低比重水の分布がみられ，東京湾奥
水の当湾内への流入を示している。 

南北に縦縞 
現場比重 

干潮時 西 低 東 高 同   上 やや南北に縦縞 

落潮時 やや西低東高 猿島の北西にやや高い濃度の水が分布し，上と同様当
湾内への流入を示している。 

南北に縦縞 
ＣＯＤ 

干潮時 西 高 東 低 猿島の北西～西にやや高い濃度の水が分布し，上と同
様当湾内への流入を示している。 

やや南北に縦縞 

落潮時 やや西高東低 猿島北～西にやや高い濃度の水が分布し，上と同様当
湾内への流入を示している。 

南北に縦縞 
アンモニ 
ア－窒素 

干潮時 
 ほぼ４ケ所に高い濃度の水が分布している。猿島の北西にその中の１ 
 つが分布している。下町下水処理場の西にやや濃度の高い水が分布し 
 ている。 

南北に縦縞 
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図７ 東京内湾から湾口までの表層水の塩分量の月変化 

 

 

表２ 湾奥（st.121）におけるＣＯＤの4ppm以上を記録

した月ならびに頻度 

 

 月 

年 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
回
数 

1963      ●       1 

64     ● ● ●  ●    4 

65    ● ● ●  ●     4 

66    ●    ●   ●  3 

67     ●   ●     2 

68    ● ● ● ● ●   ●  6 

69      ● ● ● ●    4 

70       ● ●     2 

71     ● ● ●      3 

72         ●    1 

73     ●  ●      2 

74       ●      1 

75             0 

76             0 

回数 0 0 0 3 6 6 7 6 3 0 2 0  

 

 

図８ 夏季（７月）におけるst 121～st 32間

の塩分量の変化 

 （横軸は観測点，観測点間の距離に比例

した目盛となっている。） 
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図９ 東京湾の場所別ＣＯＤの経月変化 
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図10 ＣＯＤの月変化（1967年～1976年間の平均値） 

 

を図12－１～図12－２に示した。 

 ３項目の分布の特徴は，表３のように要約されよう。 

 落潮時東京湾奥から流下する水は大津湾の西から流入

し，東へ流去する。また上げ潮時には東から流入し，漸

次西へ向う。 

 図11－２，11－４，11－６をみると，三春町地先に比

重の低い。ＣＯＤ，アンモニア－窒素の高い水が分布し

ていることがわかる。この原因について，同町からの排

出水による影響にあると推定し，同町地先の排水口附近

について行った調査結果を図13に示した。 

 同図から明らかのように沖合約200ｍまでその影響が

認められる。また排水口に最も近い点の各項目の濃度は

著しく高い。この結果を直ちに先の分布に結びつけるこ

とは危険だがこの影響によることの可能性を簡単に否定

することはできない。 

 下水処理場は現在拡張中であり，完成後同所からの排

出水の増加が見込まれている。従って現在のところ大津

湾の水質については，東京湾奥水の水質に注目すればよ

いが，将来は下水処理場からの排出水についても注目す

る必要が生じよう。 

 以上標題の水質について述べたが，次のように要約さ

れる。 
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図11－1 表層の比重の分布〔図中の値は（σt－22）×10，1975.7.30 落潮時〕 

 

 

 

図11－2 表層の比重の分布〔図中の値，調査月日は図11－１に同じ干潮時〕 
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図11－3 表層のＣＯＤの分布（単位 ppm 落潮時） 

 

 

図11－4 表層のＣＯＤの分布（単位 ppm，干潮時） 
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図11－5 表層のアンモニア－窒素の分布（単位μgat/λ落潮時） 

 

 

図11－6 表層のアンモニア－窒素の分布（単位μgat/λ干潮時） 
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図12－１ 上げ潮時における水温と塩分量の経時変化 
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図12－2 上げ潮時におけるアンモニア窒素と塩分量の経時変化 

 

 

 

 

図13 横須賀市三春町地先水質分布 
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 要  約 

 1. 夏期神奈川県側に分布する沿岸水は干葉県側に分

布する沿岸水と異なり，低かんで，ＣＯＤ，アンモニア

－窒素等の汚染質の濃度は高い。 

 2. 観音崎～磯根岬の中央に両県側の沿岸水の交流を

遮る水が分布している。 

この中央に分布する水は東京湾奥から流下する水の浦

賀水道における水平拡散をある程度抑える働きをするこ

とにより，結果的に流下する水の水質の保存性を高めて

いる。 

 3. 東京湾奥（st.121）のＣＯＤ濃度は1960年代の高

い状態から1970年代に入り，1972年以降低い状態に移行

している。 

 4. 現在大津湾内の水質は東京湾奥からの水に支配さ

れているが，将来下水処理場からの排出水の影響に注目

する必要が生じよう。 
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